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９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

　

台
風
や
地
震
等
の

災
害
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
、
そ
れ
ら
の

災
害
に
対
処
す
る
心

構
え
や
防
災
に
対
し

て
見
つ
め
直
す
機
会

を
設
け
る
た
め
に
、
昭
和
35
年
に
内
閣
の

閣
議
了
解
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
か
ら
は
、
９
月
１
日

の
「
防
災
の
日
」
を
含
む
１
週
間
が
「
防

災
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
と
い
う
日
付
は
、
大
正
12
年

９
月
１
日
に
発
生
し
、
10
万
人
以
上
の
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た「
関
東
大
震
災
」

に
由
来
し
て
い
ま
す
。

「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
」

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
日
本
観
測
史
上
最

大
と
な
る
Ｍ
９
．
０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
、
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
こ
の
地
方
で
も
近
い
将
来
、

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
震
に
備
え
る
た
め
に
、「
自

ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
「
自

助
」
や
、 

ま
ち
ぐ
る
み
で
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」

の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
に
つ
い

て
も
工
夫
を
し
て
無
関
心
層
を
取
り
込
む
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
家

庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
大
規
模
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

成
人
か
ら
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

ケ
ガ
の
手
当
や
安
全
に
傷
病
者
を
運
ぶ
方

法
な
ど
を
お
教
え
し
ま
す
。

　

普
通
救
命
講
習
会
を
受
け
た
方
も
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

日�

時　

９
月
21
日
貍

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
45
分
（
昼
休

憩
45
分
を
含
む
）

場�

所　

丹
羽
消
防
署　

本
署
３
階

対�

象　

町
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤

め
の
方

定�

員　

12
名

受�

講
料　

無
料

※�

昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先
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署
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丹
羽
消
防
署
で
上
級
救
命
講
習
会

　
　
　
　
　

を
開
催
（
８
時
間
）

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36
年
、
著
し

く
遅
れ
て
い
る
日
本
の
下
水
道
の
全
国
的

な
普
及
（
当
時
の
普
及
率
６
％
）
を
図
る
、

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
全
国
下
水
道
促

進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
平
成
13
年
か
ら
、
よ
り
親
し
み

の
あ
る
名
称
と
し
て
「
下
水
道
の
日
」
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
口
町
の
下
水
道
普
及
率
は
、

87
・
２
％
で
す
。

　

下
水
道
普
及
率
は
、
そ
の
地
区
に
住
ん

で
い
る
人
の
内
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
下

水
道
を
利
用
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
か
を

示
す
指
標
で
す
。

　

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
内
で
、
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
１
日
も
早

い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の

と
こ
ろ
が
、
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
方
は
、
役
場
建
設

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
は
ど
ん
な
も
の
で
も
流
せ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
水
処
理
場
で
お

こ
な
っ
て
い
る
処
理
方
法
は
、
自
然
界
に

い
る
微
生
物
を
利
用
し
た
生
物
処
理
で
す
。

こ
の
微
生
物
は
、
た
く
さ
ん
の
油
や
化
学

薬
品
が
流
れ
込
む
と
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
油
は
下
水
道
管
の
中
で
固
ま
り
、

下
水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
調
理
後
の
揚
げ
油
な
ど

は
絶
対
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
か
ら
楽

し
み
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
下
水

道
科
学
館
が
稲
沢
市
（
愛
知
県
下
水
道

科
学
館
、
稲
沢
市
平
和
町
須
ヶ
谷
長
田

２
９
５
―

３
）
と
、
名
古
屋
市
（
名
古
屋
市

上
下
水
道
局
下
水
道
科
学
館
、
名
古
屋
市

北
区
名
城
一
丁
目
３
番
３
号
）
に
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

建
設
課　

蘂
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―

１
６
２
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９
月
10
日
貂
は
下
水
道
の
日
で
す

下
水
道
へ
の
接
続
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
を
知
ろ
う
！


